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第1章 市民文化系施設の個別施設計画について 

1-1  背景 

本市の公共施設（建物系）とインフラ（以下「公共施設等」と総称する。）は、高度経済成長を背景

に人口の増加や行政需要の拡大に比例する形で整備されてきました。実際、昭和４０年代半ばか

ら５０年代後半にかけての建設・整備が集中しています。これらの公共施設等は、年月の経過に伴

い老朽化が進行し、一斉に更新の時期を迎えます。 

そのようなことから、本市では、公共施設等の総合的かつ計画的な管理を推進するために、国

からの公共施設等総合管理計画の策定要請を受け、「取手市公共施設等総合管理計画」（以下「総

合管理計画」という。）を平成２８年（2016）７月に策定し、令和４年（2022）３月には、施設の現

状を勘案しながらの施設評価による適正配置方針や、「施設のあり方の検討時期」、「修繕・改修周

期の考え方」など、維持・保全の基本方針などを示した、「取手市公共施設等総合管理計画第１次

行動計画」（以下「第１次行動計画」という。）を策定しました。 

1-2  計画の目的 

市民文化系施設個別施設計画は、第１次行動計画において、個別施設計画に求められた施設の

現状を勘案しながらの施設評価による適正配置方針や、維持・保全の基本方針などを踏まえ、施

設ごとの再配置や保全のスケジュールについて、施設の状態を把握し、状態に合わせた施設整備

の水準を示し、施設が目指すべき姿に向けた行動計画を検討します。 
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1-3  計画の位置づけ 

本計画は、平成２５年（２０１３）１１月に国土交通省から公表された、「インフラ長寿命化基本計画」

と、その後、総務省が地方公共団体に対し策定を要請した個別施設計画として位置づけます。 

また、総合管理計画で掲げた、今後の人口動向や厳しい財政見通しを踏まえて、３つの基本理

念・方針や、試算の結果、長寿命化や保全による基準の見直しを行っても、既存の施設を全て維持

することはできないことから、当市の財政状況で更新等にかかる費用を賄えるまで施設量を縮減

する必要があるとして設定した縮減目標の実施計画と位置づけます。 

 

図表 1-1 計画の位置づけ
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1-4  計画期間 

令和６年度（２０２４）から令和１５年度（２０３３）の１０年間 

本計画は今後１０年間の市民文化系施設の維持・更新についての方針を示すものであり、上位

計画である総合計画、総合管理計画などと整合を図るため、これらの計画の見直しにより修正す

べき内容は適宜見直していきます。 

また、老朽化した施設が多いことから、必要に応じて、随時見直すことが想定されます。 

1-5  対象施設 

本計画の対象施設は以下の１７施設です。 

図表 1-2 対象施設 

施設名 延床面積（㎡） 所管課 

市民会館 3,0０4 文化芸術課 

福祉会館 2,120  文化芸術課 

小文間公民館 639 生涯学習課 

永山公民館 818 生涯学習課 

寺原公民館 993 生涯学習課 

井野公民館 1,066 生涯学習課 

戸頭公民館 1,650 生涯学習課 

白山公民館 968 生涯学習課 

中央公民館 ※福祉会館の複合施設 997 生涯学習課 

藤代公民館 2,223 生涯学習課 

高須公民館 302 生涯学習課 

久賀公民館 355 生涯学習課 

相馬南公民館 445 生涯学習課 

相馬公民館 458 生涯学習課 

六郷公民館 359 生涯学習課 

山王公民館 407 生涯学習課 

働く婦人の家・勤労青少年ホーム 

※以下「ゆうあいプラザ」という 
1,499 産業振興課 
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第2章 市民文化系施設の目指すべき姿 

市民会館と福祉会館は同一敷地内に隣接して配置されています。市民会館は、市の産業・経済・

文化・教養の向上と市民の福祉増進を目指した施設で、他の市民文化施設に対して規模が大きく、

大きな催しものや専門的な機材・設備を必要とする活動に対応しており、市の中心的な施設とな

っています。 

福祉会館は、市民の福祉増進と生活向上を目指した施設で、文化・学習活動の場として利用さ

れています。また、福祉会館は中央公民館及び取手支所を複合化しており、市民会館とともに市

民の総合的な文化・教育・学習等の社会活動の拠点と行政サービスの窓口機能を併せ持っていま

す。 

市民会館及び福祉会館は、文化芸術、社会教育、生涯学習、地域活動の拠点として、今後も活用

されていくものであり、共生社会の実現に向け、子供から大人まで、障害の有無や言語・文化の違

いなどにかかわらず、市民による多様な活動が行われる施設であることが求められています。 

公民館は、地域住民の交流の場であり、地域の生涯学習活動の拠点として、各世代に合わせた

様々な講座を実施するとともに、サークルやグループによる活発な活動が行われ、地域の人たち

がふれあいを深め、地域の暮らしと文化を高め、豊かな人間性を培う多様な学習機会を提供して

います。地域に根差した施設であることから、地域の拠点として、地域住民の日常的な生活圏への

施設配置が重要であり、各地域で機能を存続させる必要があります。 

一方で、多くの公民館が、設置から 3０年以上経過し、施設の老朽化が進み、耐震補強工事の対

応が未実施の施設があるなど、施設の維持管理に課題があります。また、藤代地区が小学校区に１

公民館、取手地区が中学校区に１公民館となっており、利用状況も地域によって偏りがあり、施設

規模の見直しや再配置による全体の最適化などの対応が求められます。 

ゆうあいプラザは、働く婦人及び勤労者家庭の主婦並びに勤労青少年の福祉の増進を目的とし

て設置され、利用者の資格も限定されておりましたが、現在は市内在住在勤者に幅広く利用され

ており、建物の機能の面においても公民館と類似した施設であることから、公民館全体の最適化

と併せて検討することが求められています。 

これらを踏まえて、以下のとおり市民文化系施設の目指すべき姿となる（１）から（４）を設定しま

す。 
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（1）  安全安心な施設 

建築から期間が経過している施設であることから、経年劣化が進む部位の機能回復など、

老朽化する施設に適切な保全を行うことで、地域住民にとって安全安心な施設を目指しま

す。 

（2） 地域拠点としての施設 

地域活動を支える施設として、多機能化による利便性向上や障害の有無、年齢、性別等に

かかわらず、誰もが利用しやすい環境を目指します。 

社会教育施設としての良好な生涯学習環境の維持・向上を図りながら、学習や運動など多

様な市民活動のニーズに対応し、多くの市民に利活用され、集まることにより交流が生ま

れる地域のコミュニティ拠点としての施設を目指します。 

（3） 持続可能な施設 

市民会館・福祉会館については、運営方法の見直し等により維持管理コストの縮減を図る

ほか、魅力的な事業の実施による施設の利用を促進させるなど、施設を持続的に維持して

いくために必要な財源の確保を目指します。 

設備の更新、改修時においては、省エネルギー性能の優れた設備導入などにより、環境負

荷の低減に配慮した、持続可能な施設を目指します。 

（4） 環境変化に対応した施設 

長寿命化や建替えを検討する際は、保全コストと施設の効用のバランスを考慮し、他の施

設などとの複合化についても検討し、環境の変化に対応した施設を目指します。 
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参考として、「取手市公共施設等総合管理計画」（平成２８年（２０１６）７月策定）に掲載されている

市民文化系施設の課題の内、未対応の課題と、改善の方向性は以下のとおりです。 

 

未対応の課題 

市民会館・福祉会館 

・ 市民会館は、地区公民館に対しても規模が大きく、市民文化の中心として、市民ニーズに

合致する魅力的な大きな催しものを開催することが求められています。 

・ 福祉会館はより多目的な運用、魅力的な自主事業などにより、地区公民館よりも幅広く利

用可能な点を有効に活用した事業展開の企画の実施が求められています。 

・ 市民会館・福祉会館を今後も全市的な施設として維持していくためには、より効率的な管

理が必要になります。 

公民館・ゆうあいプラザ 

・ 耐震補強工事の対応が未実施の施設は、実施する必要があります。 

・ 築 3０年以上を経過している施設が１２施設あり、老朽化対策工事が必要と考えられます。 

・ 取手地区では運営経費の削減、藤代地区では稼働率の向上が求められています。 

・ 藤代公民館においては規模の大きさを生かし、他の利用効率の低い施設との集約や多目

的な活用が求められています。 

・ 同一敷地内にある白山公民館とゆうあいプラザは、会議室などの機能が重複しており、効

率的な運用や施設の更なる有効活用の検討が求められています。 
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改善の方向性 

市民会館・福祉会館 

・ 市民会館は市のシンボル的な施設として、また福祉会館は稼働率の向上を目指した事業

強化に努める施設として、魅力的な事業の実施による施設の利用促進、並びに長寿命化に

向けた保全への取組みを進めていきます。 

・ 施設の老朽化対策工事時には、バリアフリー化や環境に配慮した仕様を検討していきま

す。 

・ 共に大規模施設であるため改修コストを含めた総合的な検証と将来計画の検討をしてい

きます。 

公民館・ゆうあいプラザ 

・ 耐震補強工事と併せて、老朽化対策工事が必要な施設が多くあることから、今後の利用状

況を踏まえ再配置を検討します。また、施設の更新や老朽化対策工事はバリアフリー化や環

境に配慮した仕様を検討していきます。 

・ 地区公民館は、地域の重要な拠点となる施設であることから、公民館のあり方も含め、地

域に等しく配置する考え方や、施設の機能や性質、施設間距離及び交通利便性を考慮し、サ

ービスの向上と稼働率の向上、管理・運営面での外部委託や指定管理者制度導入を検討し

ていきます。 

・ 利用状況を踏まえ、重複する機能を有する施設の集約化や複合化により、必要な機能の検

討と運営面の検討を行います。 
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第3章 施設の状態等 

3-1  市民文化系施設の運営状況・活用実況等の実態 

（1） 取手市の将来人口の推移 

① 市内総人口 

市の総人口は、平成１０年(1998)の 11.8 万人をピークに減少傾向にあり、令和 22 年

(2040)には約 4 分の 3 に減少し、2.8 人に 1 人が老齢人口(65 歳以上)になると予想されて

います。 

図表 3-1 人口状況 

 

出典：第六次取手市総合計画 基本計画「とりで未来創造プラン 2024」 
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② 人口減少推移による影響 

市民会館・福祉会館は、平成２年（１９９０）から、施設稼働率、利用者数等においては減少が見ら

れず、イベント開催時のアンケートでも来場者に占める取手市在住者の割合の減少も見られませ

ん。 

高齢者の利用が多いこともあり、ある程度までは総人口が減っても大きな影響はないと考えられ

ます。 

公民館、ゆうあいプラザは、全年齢の市民を対象としていますが、高齢者の利用が多いのが特

徴で、ある程度の利用者数は維持されると想定します。そのため、保全コストと施設の効用のバラ

ンスを注視しながら、施設機能の維持に取り組む必要があります。 

（2） 現在の利用状況 

福祉会館の定期利用者は、コーラスや趣味のサークルなどですが、大多数が高齢者です。また、

市民会館で平日の昼間にイベントを開催しても、イベントによっては土日と集客が余り変わりませ

ん。高齢者、仕事を引退された方が多く来場される傾向にあります。 

公民館・ゆうあいプラザについては、２０歳未満～３０歳代の利用が少ない一方で、高齢者の利

用が多いのが特徴です。男女比に大きな差異はなく、利用目的は、「趣味・習い事」「運動」などのサ

ークル、「地域の集まり」などとなっています。利用者数は、全体的にやや減少傾向にあり、今後は、

人口減少に伴い利用者の減少が想定されます。 

（3） 利用状況の変化 

市民会館・福祉会館を定期的に利用している団体が多数あり、結果、年齢層は高齢者が多くな

っています。また、圧倒的に女性の団体が多くなっています。 

公民館については、開館当初からの利用者が高齢者となっている面もありますが、利用状況に

大きな変化は見られません。今後は人口減少に伴い利用者の減少が想定されるため、若年層の利

用者獲得が課題となっています。 

ゆうあいプラザについては、３０歳未満、３０、４０歳代の利用者は、横ばいですが、５０歳以上の

減少が著しくなっています。 
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（4） 市民文化系施設の配置状況 

本計画の対象となる市民会館、福祉会館、公民館、ゆうあいプラザ（働く婦人の家・勤労青少年

ホーム）の市内の配置状況は以下のとおりです。 

図表 3-2 市民文化系施設の配置状況 

 

  

井野公民館

寺原公民館

白山公民館
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相馬公民館
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高須公民館

久賀公民館

中央公民館
小文間公民館

永山公民館

市民会館・福祉会館

ゆうあいプラザ
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（5） 市民文化系施設の保有量 

① 市民文化系施設の現状 

本市は平成２７年（2015）時点で約 24.7 万㎡ の公共施設を保有しています。 

市民文化系施設については、１7,443 ㎡の公共施設があり、本市の公共建築物のうち市民文

化系施設の延床面積の割合は、約７％です。 

 

 

出典：取手市公共施設等総合管理計画 

② 築年別整備状況 

 市民会館・福祉会館 

市民会館（昭和４７年（１９７２）建築） 

平成７年度（１９9５） 大規模改修工事（屋根・外壁） 

平成２３年度（２０１１） 大ホール天井・客席修繕 

平成２８年度（２０１６） 内部改修工事（入口、ロビー、廊下、トイレ）、空調設備改修工事 

平成３０年度（２０１８） 耐震補強・大規模改造工事 

 

  

図表 3-3 類型別公共施設保有割合 
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福祉会館（昭和４５年（１９７０）建築） 

平成２５年度（２０１３） 耐震補強工事 

令和元年度（２０１９） 大規模改造工事（屋根・屋上・外壁）、空調設備改修工事 

 

 公民館 

小文間公民館（昭和５０年（１９７５）建築） 

昭和５７年度（１９８２） 和室増築工事 

平成３年度（１９９１） 事務室増改築及び廊下張替工事 

平成６年度（１９９４） 改修工事（屋根） 

令和２年度（２０２０） トイレ改修工事 

永山公民館（昭和５１年（１９７６）建築） 

平成２５年度（２０１３） 講座室Ｄ空調設備改修工事 

平成２６年度（２０１４） 改修工事（躯体） 

平成２９年度（２０１７） 調理室空調設備設置工事 

寺原公民館（昭和５２年（１９７７）建築） 

平成２５年度（２０１３） 改修工事（躯体） 

平成２６年度（２０１４） 空調設備改修工事（レクレーション室、和室等） 

平成２８年度（２０１６） 調理室空調設備設置工事 

井野公民館（昭和５８年（１９８３）建築） 

平成２０年度（２００８） 屋上防水改修工事 

平成２４年度（２０１２） 事務室棟２階屋根改修工事 

平成２４年度（２０１２） 冷温水機改修工事 

平成２７年度（２０１５） 和室空調設備改修工事 

令和元年度（２０１９） 改修工事（屋根・屋上・外壁・空調設備（ホール）） 

令和３年度（２０２１） トイレ改修工事 
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戸頭公民館（昭和５８年（１９８３）建築） 

平成２２年度（２０１０） 昇降機設置工事 

令和３年度（２０２１） 増築棟２階空調設備改修工事 

令和３年度（２０２１） トイレ改修工事 

令和５年度（２０２３） 空調設備改修工事 

白山公民館（昭和６１年（１９８６）建築） 

平成２６年度（２０１４） 外壁屋根改修工事 

令和３年度（２０２１） トイレ改修工事 

令和３年度（２０２１） 公共下水道接続工事 

中央公民館（昭和４５年（１９７０）建築） 

福祉会館参照 

藤代公民館（昭和５５年（１９８０）建築） 

平成２０年度（２００８） １階空調設備設置工事 

平成２８年度（２０１６） 耐震補強・大規模改造工事 

高須公民館（昭和５４年（１９７９）建築） 

平成２３年度（２０１１） 空調設備更新工事 

平成２７年度（２０１５） 屋根外壁補修工事 

久賀公民館（昭和５８年（１９８３）建築） 

令和２年度（２０２０） トイレ改修工事 

令和４年度（２０２２） 屋根改修工事 

相馬南公民館（昭和６０年（１９８５）建築） 

平成２４年度（２０１２） 空調設備改修工事 

平成２７年度（２０１５） 屋根改修工事 

令和２年度（２０２０） トイレ改修工事 
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相馬公民館（昭和６２年（１９８７）建築） 

平成２９年度（２０１７） 駐車場整備舗装工事 

平成３０年度（２０１８） 和室空調設備改修工事 

令和２年度（２０２０） トイレ改修工事 

六郷公民館（昭和５６年（１９８１）建築） 

平成２４年度（２０１２） 空調設備改修工事 

令和２年度（２０２０） トイレ改修工事 

山王公民館（昭和５９年（１９８４）建築） 

令和元年度（2019）空調設備改修工事 

令和２年度（2020）トイレ改修工事 

 

 ゆうあいプラザ（昭和５６年（1981）建築） 

平成９年度（１９９７） 屋根・外壁・内部改修工事 

平成１３年度（２００１） 空調設備改修工事 

平成１４年度（２００２） 冷暖房施設改修工事 

平成２６年度（２０１４） 外壁屋根改修工事 

平成２８年度（２０１６） 受水槽改修工事 

令和３年度（2021） トイレ改修工事 

令和３年度（2021） 公共下水道接続工事 

 

図表 3-4 市民文化系施設の築年別整備状況 
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（6） 施設関連経費の推移 

市民文化系施設の施設関連経費は、令和元年（2019）春頃まで月平均 400 万円程度で推移し

ていましたが、それ以降は、一時的に新型コロナウイルス感染症の影響で減少しました。令和 4 年

（2022）春頃から徐々に利用者が回復したことと、電気・ガス等光熱水費の高騰の影響を受け、

現在まで施設関連経費が上昇する傾向が続いています。 

 

図表 3-5 市民文化系施設の施設関連経費の推移 
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（7） 今後の維持・更新コスト（従来型） 

 市民文化系施設について、従来型の、建築後４０年で建替えるという考え方に基づき試算を実

施した場合、3０年後の令和３７年（２０５５年）までに対象施設の更新に必要となる費用は総額８５

億円となり、１年間当たりでは、約２．７億円という試算結果となります。 

 

図表 3-6 市民文化系施設の今後の維持管理更新コスト（従来型） 
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（8） 各施設の概要 
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  施設名称

所 在 地 取手市白山五丁目１番１号 地区

所 管 課

用 途

配 置 形 態

延床面積（施設
全体）

1,499 ㎡ 敷地面積 1,870 ㎡

棟 数 1

運 営 形 態 直営 運営時間

定 休 日

避 難 所 指 定

番号 延床面積 耐震性 構造 建築年 築後年数 耐用年数 劣化状況

1019 1499 ○ RC造 1981 42 60 49.49

働く婦人の家・勤労青少年ホーム

白山地区

産業振興課

その他集会系施設

単独施設

9:00～21:00

 毎月末日、祝日、年末年始（12月29日から1月3日）
夜間の利用がいない場合は、17時まで

特になし

棟情報
棟名称

働く婦人の家・勤労青少年ホーム

施設画像
(画像が表示されない場合は

施設台帳に写真を登録してください。）
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3-2  市民文化系施設の劣化状況の実態 

市民文化系施設の劣化状況は、当市で導入している公共施設マネジメントシステム（以下「シス

テム」という。）の総合劣化度を基準とします。 

（1） 総合劣化度 

統一的な基準で、建物の劣化状況を把握するため、建物調査シート（巻末：参考資料）を用いて、

建物ごとに調査を実施します。調査の結果はシステムに入力します。システムは、入力結果から各

建物の部位ごとの劣化状況を a からｄで判定し、各部位の調査結果、築年数や改修状況を加味し

た、総合劣化度を算出します。総合劣化度は、20点から 100 点となり、点数が高いほど劣化が進

行しています。 

（2） 市民文化系施設の総合劣化度一覧 

建物点検を行い、その結果をシステムに入力した結果、以下のとおりとなりました。 

市民文化系施設については、17 施設全てが建築後 3０年以上経過しており、老朽化が進んでい

ると考えられます。多くの部位でｃやｄの評価があり、総合劣化度については、劣化度が６０を超え

ている施設が１３館、５０を超えている施設が４館となっており、計画的な対策工事が必要と考え

られます。 
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図表 3-８ 市民文化系施設の総合劣化一覧 
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そ
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井野公民館 1007 井野公民館 2023/6/19 73.14 41 d c c d d d a d a d a d a a a c c a a a a c d d d c c c

戸頭公民館 1008 戸頭公民館（本館） 2023/6/28 71.40 41 a d d d c d d d a a d a d a a a a a c a c a a c c c c c

寺原公民館 1006 寺原公民館 2023/6/6 69.62 47 a c d c c c c d a c d a a a a c a a a a c c c d c a

永山公民館 1005 永山公民館 2023/5/19 69.47 48 a d c c b c c c c a d a d a d a a d a a a c a

山王公民館 1018 山王公民館 2023/6/14 69.25 40 d a c c c d b c d c d a d a a b c c c a a a c c c c

相馬公民館 1016 相馬公民館 2023/6/15 68.54 37 d c c c c d c d c a a d a a b c a c a a a

白山公民館 1011 白山公民館 2023/6/30 66.24 38 b b d b c a d a d c a c a d a a d a a c c d c d

六郷公民館 1017 六郷公民館 2023/6/16 66.19 43 c a c a c d c a a d a a a d a a a a a a a c c c c c a a c

小文間公民館 1004 小文間公民館 2023/5/23 65.96 49 b c a a a d d d d a a a a a a c a a a a a c a c c a a c

相馬南公民館 1015 相馬南公民館 2023/6/16 64.19 39 d a a c b d c c c c d a a a a a a a a a a d a a a a a a

高須公民館 1013 高須公民館 2023/6/16 62.88 45 b b c b b a a d a a a a a a a a a a a d a a c c c a a a

働く婦人の家・勤労青少年ホーム 1019
働く婦人の家・勤労青
少年ホーム

2023/5/29 61.97 43 a c d c a c b a a a a c a a a a a a a a a d c a

久賀公民館 1014 久賀公民館 2023/6/15 61.61 41 b a a d b c c d d a a d a a a c a c a a

藤代公民館 1012 藤代公民館 2023/5/25 58.70 44 a a c a a a c d d a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a a

市民会館 1001 市民会館 2023/6/12 57.83 52 d c c c c a a b a d a a a a a a d a d a a a a a a c a d a c a a a a

戸頭公民館 1010 戸頭公民館エレベーター棟 2023/6/30 54.91 14 a a c

福祉会館 1003 福祉会館 2023/6/13 52.52 54 a a a c a c a a a d a d a a a a c a a c a c a a c c

戸頭公民館 1009 戸頭公民館（別館） 2023/9/28 48.07 23 a c c c c a d d d a a a a a a a a a a a a a a a c c c c c a c

躯体 外部仕上げ 外構 電気設備 給排水衛生設備
空調換気

設備
主要室施

設
名

整
理
番
号

建
物
名

調
査
日

総
合
劣
化
度

築
後
年
数

※中央公民館は福祉会館参照 
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第4章 施設整備の基本的な方針等 

4-1 施設の規模・配置計画等の方針 

（1） 市民文化系施設の個別施設計画の基本方針 

今後の維持管理の取組みについては、総合管理計画で示された「公共施設等の管理に関する基

本的な考え方」及び第１次行動計画で示された「維持・保全の基本方針」に基づき実施していきま

す。 

■市民会館・福祉会館 

市民会館は令和 9 年度（2027）、福祉会館は令和 7 年度（2025）に施設のあり方の検討②を

行い、長寿命化の実施可否を判断します。標準耐用年数は６０年、目標耐用年数は８０年とします。

長寿命化や建替えを検討する際は、保全コストと施設の効用のバランスを考慮し、他の施設など

との複合化についても検討し、環境の変化に対応した施設を目指します。長寿命化を行う際は、耐

久性の向上を中心としつつ、機能性の向上も実施します。 

■公民館 

公民館については予防保全に取組みながら、施設の今後のあり方を検討します。 

令和４年度（2022）に、井野、戸頭、白山、藤代、高須、久賀、相馬南、相馬、六郷、山王の各公民

館について、あり方の検討①を行いました。その結果、白山公民館については、機能は存続、建物

は標準耐用年数まで維持し、その後は、大規模な修繕が必要となる時期に、同一敷地内にある「ゆ

うあいプラザ」と合わせて、複合化等も含めて検討することになりました。他の公民館については、

いずれも存続する方針とします。 

小文間公民館については、令和 12 年度（2030）、永山公民館については令和 13 年度

（2031）、寺原公民館については令和 14 年度（2032）に、あり方検討②を行い、長寿命化の実

施可否を判断します。標準耐用年数は６０年、目標耐用年数は８０年としています。長寿命化につ

いては、耐久性の向上を中心としつつ、機能性の向上も実施します。 

■ゆうあいプラザ 

ゆうあいプラザでは、予防保全型として、施設の長期使用を目指し、周期的・計画的な修繕・改

修を実施します。令和４年度（2022）にあり方検討①を行い、機能は存続、建物は標準耐用年数

まで維持し、その後は、大規模な修繕が必要となる時期に、同一敷地内にある白山公民館と合わ

せて、複合化等も含めて検討することとします。 
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（2） 市民文化系施設の規模・配置計画等の方針  

施設の評価の方法については、定期的に建物劣化度調査を実施し、状況把握を行います。第１

次行動計画では、今後の人口動向や厳しい財政状況を踏まえて、市民文化系施設の総量を縮減す

る必要があるという試算がされています。現時点では、具体的な検討は行っていませんが、対象

施設の規模・適正な配置について、今後検討していきます。 

毎年、建物調査を行い、調査結果を「公共施設マネジメントシステム」に入力して、情報の一元化

と履歴管理を効率よく行います。 

適正規模・適正配置を検討する際には、市民、利用者へのアンケートなどの意見を聞く機会、市

民ワークショップなどの対話する機会を設けて、行政と市民とが十分に情報共有を図りながら、検

討を進めていきます。また、市民ニーズが多様化する中、行政だけでなく、市民をはじめとした民

間の様々な主体が自発的に地域の課題に取り組む、協働によるまちづくりも推進していきます。 

加えて公民館については、適正規模・適正配置を検討する際には、学校施設との複合化も検討

します。同じ場所でそのまま建替えるよりも、公民館の機能を、既存の学校施設の余裕教室を活用

することで、今後想定される厳しい財政負担を大きく軽減できるためです。 

学校と公民館を複合化することで得られるメリットは、以下のとおりです。 

 

■ 公民館建替えに要する多額の整備費用負担の軽減 

学校施設の余裕教室を活用するため学校施設の改修は一部発生するものの、公民館の建替え

が不要となり、公民館の整備費用負担が大きく抑えられます。 

■ 施設機能の共有化による学校施設の高機能化・多機能化 

例えば、学校の既存の家庭科室を公民館の調理室として共同利用することが可能となるほか、

学校側でも公民館の多目的室や和室等を活用できるようになり、学校施設としても高機能化・多

機能化が図れます。 

■ 児童生徒と施設利用者との交流 

学校施設と公民館が併設されているという特徴を生かし、交流の機会を設けたり、日常的に互

いの施設での活動等を目にしたりすることで、児童生徒と地域住民などの施設利用者との交流を

深めることができます。交流を通じて、地域のつながりの強化や、児童生徒にとっての新たな学び

の機会の創出が図れます。 
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■ 地域における生涯学習やコミュニティ拠点の形成 

公民館との複合化により、学校施設が児童生徒の学びの場だけでなく、地域にとっても生涯学

習の場となることが期待されます。また、伝統文化や行事の継承などを通して、地域のコミュニテ

ィの形成への寄与も期待されます。 

■ 専門性のある人材や地域住民との連携による教職員への支援 

様々な人材が集まるという特徴を生かし、学校の教育活動や課外活動などに専門性のある人

材を活用したり、地域住民の協力を促したりすることで、児童生徒により高度な専門知識に触れ

る機会を創出したり、 地域住民による学校運営への支援が期待できます。 

4-2  修繕・改修等の基本的な方針 

本計画では、第１次行動計画で示された、予防保全型維持管理を実施する施設の、修繕・改修周

期の考え方に沿い、実施していくことを基本的な方針とします。ただし、これまで、大規模改修工

事等が未実施のままで、既に大規模改修の時期が経過している施設については、あり方の検討に

よって運用期間を設定のうえ、残存期間に見合った内容の改修等を実施します。 
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4-3  目標使用年数、改修周期の設定 

市民会館・福祉会館の標準耐用年数は６０年、目標耐用年数は８０年としています。あり方検討

②で長寿命化の実施が決まった場合には、建築後６０年目に当たる年（市民会館 令和 14 年

（2032）、福祉会館 令和 12 年（2030））に長寿命化改修を行うことを計画します。 

公民館・ゆうあいプラザは、予防保全型維持管理を行い、長期的に存在すべきと判断された場

合は、躯体の健全性を確認のうえ問題がないことを前提として、目標使用年数を、目標耐用年数

である８０年とします。また、保全コストを縮減し、工事回数を減らすことにより利用者の利便性を

確保するため、基本的な改修周期を２０年とします。 

 

図表 4-1 修繕・改修のイメージ 

出典：第１次行動計画 
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第5章 基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 

5-1  改修等の整備水準 

 市民会館 

市民会館・福祉会館は、大規模改修実施済みで、あり方の検討②で長寿命化が決定した場合は、

長寿命化改修が次の改修となります。ここでは、経年劣化に対する復旧措置に加え、脱炭素化へ

の取組みやバリアフリー化、ユニバーサルデザインの導入など、社会的要求も可能な範囲で反映し、

機能を回復・向上させます。なお、長寿命化が決定するまでは、不具合が発生した箇所を中心に改

修していく事後保全型の対応を行います。 

 公民館・ゆうあいプラザ 

公民館は、建築後 3０年以上が経過し経年劣化が進行する一方で、耐震性能や省エネ等の社会

的要求水準は年々高まり、また機能に支障が発生する水準も高まります。そこで、定期的な建物診

断を実施し、診断結果に応じて復旧措置を講じながら、躯体の目標耐用年数の中間年である建築

後４０年目で、脱炭素化やバリアフリー化、ユニバーサルデザインの導入についても検討し社会的

要求を満たせるよう大規模改修を行います。さらに、部位の更新時期に合わせ、建築後６０年目に

長寿命化改修を行うことで、建物を使用している間、建築物に求められる性能を維持します。 

建築後４０年目と６０年目の改修においては、主に以下の整備水準で改修を行います。 
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図表 5-1 整備水準 

 建築後４０年目（大規模改修） 建築後６０年目（長寿命化改修） 

改修の目的 

近年の省エネ化などの社会的要求に

応じた改修を行い、機能の向上を図り

ます。 

経年により通常発生する損耗、機能低

下に対する復旧措置に加え、社会的要

求も一部反映し、機能の回復、向上と

長寿命化を図ります。 

外部仕上げ 

・屋上防水の更新、断熱化 

・外壁の再塗装、内断熱 

・外部開口部の更新及び遮熱化 

・外部鉄部の再塗装 

・屋上防水の更新 

・外壁の洗浄、再塗装 

・外部開口部の調整（シーリング共） 

・外部鉄部の再塗装 

内部仕上げ 
・ビニル床、壁、天井の更新 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

・壁の再塗装 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

電気設備 

・照明等の機器の高効率化 

・昇降機の更新 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

・照明等の機器の更新 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

給排水設備 

・給排水管の更新 

・ポンプ等の機器の更新 

・衛生器具を節水タイプに改修 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

・給排水管の更新 

・ポンプ等の機器の更新 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

空調設備 
・空調等の機器の高効率化 

・老朽化の著しい箇所の修繕 

・空調等の機器の更新 

・老朽化の著しい箇所の修繕 
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5-2  維持管理の項目・手法等 

市民文化系施設を長期間にわたり、安全で良好な状態に保つには、事後保全型の管理から、予

防保全型の維持管理へと転換していくことが必要です。そのためには、日常的な点検により、建物

の劣化状況の把握が必要です。基本的には、図表５－２から５－４の各種点検実施表にそった維持

管理を行います。 

なお、維持管理の状況や結果をその都度「公共施設マネジメントシステム」に入力することで、情

報の一元化と履歴管理を効率よく行い、今後の維持管理に活かします。 
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図表 5-2 市民会館・福祉会館 各種点検実施表 

調査者 点検種別 点検実施時期等 点検内容 

専門業者 

各 種 設 備

等 の 法 定

点検・検査 

受水槽清掃 年１回（８月） 

水質検査（１６項目 年２回、１２項目 年１

回） 

室内環境測定 年６回（２ヶ月以内ごと） 

衛生管理（受水槽清掃他） 

建 築 基 準

法第 12 条

に基づく定

期点検 

建築基準法第 12 条に基づく定期点検 

（建築物の敷地・構造は3年以内ごと） 

敷地、建築構造、建築仕上

げ、防火区画、建築設備など

の損傷、腐食その他の劣化

状況 

各 種 設 備

の 保 守 点

検 

定期点検 年２回（６か月以内ごと） 消防設備 

月次点検（毎月） 

年次点検 年１回 
福祉会館エレベーター設備 

定期点検 年６回（２ヶ月以内ごと） 

年次点検 年１回 

市民会館用 

車いす用斜行型段差解消機 

暖房用蒸気ボイラー 年１回（１０月～１１月） 

冷房用ターボ冷凍機 年１回（４月～５月） 
市民会館空調機 

定期点検 年３回（４か月以内ごと） 市民会館舞台照明設備 

定期点検 年３回（４か月以内ごと） 市民会館舞台吊物設備 

受変電設備 

月次点検（毎月）、年次点検年１回（８月） 
自家用電気工作物保安管理 

各 種 設 備

の 自 主 点

検 

定期点検 年２回（６ヶ月以内ごと） 自動ドア設備 

定期点検 年４回（２ヶ月以内ごと） 電話交換機設備 

施設管理担

当課職員 
現地調査 

年次調査 年１回 

施設の劣化状況の把握、不具

合箇所の確認、マネジメントシ

ステムへの入力 

日常 日常的な設備の点検 
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図表 5-3 公民館 各種点検実施表 

 

  

調査者 点検種別 点検実施時期等 点検内容 

専門業者 

各 種 設 備

等 の 法 定

点検・検査 

月次点検（毎月） 浄化槽 

建 築 基 準

法第 12 条

に基づく定

期点検 

建築基準法第 12 条に基づく定期点検 

（建築物の敷地・構造は3年以内ごと） 

敷地、建築構造、建築仕上

げ、防火区画、建築設備など

の損傷、腐食その他の劣化

状況 

各 種 設 備

の 保 守 点

検 

定期点検 年２回（６か月以内ごと） 消防設備 

月次点検（毎月） 

年次点検 年１回 
エレベーター 

各 種 設 備

の 自 主 点

検 

年次点検 年１回 受変電設備 

定期点検 年２回（６ヶ月以内ごと） 自動ドア 

施設管理 

担当課職員 
現地調査 

年次調査 年１回 

施設の劣化状況の把握、不

具合個所の確認 

マネジメントシステムへの入

力 

日常 日常的な設備の点検 
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図表 5-4 ゆうあいプラザ 各種点検実施表 

 

  

調査者 点検種別 点検実施時期等 点検内容 

専門業者 

各 種 設備

等 の 法定

点検・検査 

月次点検（毎月） 
受変電設備（キュービクル） 

浄化槽設備 等 

建 築 基 準

法１２条に

基づく定期

点検 

建築基準法第 12 条に基づく定期点検 

（建築物の敷地・構造は3年以内ごと） 

敷地、建築構造、建築仕上

げ、防火区画、建築設備など

の損傷、腐食その他の劣化

状況 

各種設備

の保守点

検 

定期点検 年２回（６か月以内ごと） 消防用設備 

月次点検（毎月） 

年次点検 年１回 
エレベーター  

各種設備

の自主点

検 

年次点検 年２回 自動ドア 

施 設 管 理

担 当 課 職

員 

現地調査 

年次調査 年１回 

施設の劣化状況の把握、不

具合個所の確認 

マネジメントシステムへの入

力 

日常 日常的な設備の点検 
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四角形
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線
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第6章 市民文化系施設の実施計画 

6-1 改修等の優先順位付けと実施計画 

（1） 実施時期の考え方 

「施設の状態等」や「施設整備の基本的な考え方」、「施設整備の水準等」を踏まえ、市民文化系施

設の改修等に関する優先順位付けの考え方を示します。 

優先順位付けについては、劣化度の点数が高い施設から順に行うことを基本としますが、改修

等の実施時期の平準化を図るため、次の点を考慮して、優先順位付けを行うものとします。また、

あり方の検討を行っていない施設で、老朽化が著しい施設については、総合劣化度を考慮し、優

先順位付けを行うものとします。 
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（2） 実施スケジュール 

直近１０年間の整備スケジュール      

     
 

施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費 施設名 事業費

新増築事業

改築事業

耐震化事業

長寿命化改修

福祉会館：あり
かた検討②
検討結果に基
づき必要な改
修を実施する

市民会館：あり
かた検討②
検討結果に基
づき必要な改
修を実施する
福祉会館：（長
寿命化決定の
場合）実施設計

未定
福祉会館：（長
寿命化決定の
場合）工事

未定
市民会館：（長
寿命化決定の
場合）実施設計

未定

小文間：ありか
た検討②
検討結果に基
づき必要な改
修を実施する
市民会館：（長
寿命化決定の
場合）工事

未定

永山：ありかた
検討②
検討結果に基
づき必要な改
修を実施する

寺原：ありかた
検討②
検討結果に基
づき必要な改
修を実施する

大規模改修
（老朽化）

井野公民館
（実施設計）

8,310

井野公民館（工
事）
戸頭公民館（実
施設計）

115,390
9,060

戸頭公民館（工
事）
寺原公民館（実
施設計）

169,360
未定

寺原公民館（工
事）
永山公民館（実
施設計）

未定
未定

永山公民館（工
事）
山王公民館（実
施設計）

未定
7,300

山王公民館（工
事）
相馬公民館
（実施設計）

86,600
7,900

相馬公民館（工
事）
白山公民館
（実施設計）

97,000
未定

白山公民館（工
事）
六郷公民館
（実施設計）

未定
6,600

六郷公民館（工
事）
小文間公民館
（実施設計）

76,200
未定

中規模改修
（老朽化）

防災関連事業

トイレ整備

空調設備
白山公民館
働く婦人の家

2,260
白山公民館
働く婦人の家

64,000

バリアフリー・
ユニバーサル

デザイン

脱炭素化
公民館：LED化
検討

部位修繕

市民会館：
吊り物設備（滑
車、幕開閉装
置）
公民館：コンデ
ンサー交換

201,824

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

7,033

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

市民会館・福祉
会館
公民館
働く婦人の家

168,796

379,913 248,139 300,279 345,189 175,829 183,129 270,329 272,829 182,429 252,029

2024(R06) 2025(R07) 2026(R08) 2027(R09) 2028(R10) 2029(R11) 2030(R12) 2031(R13) 2032(R14) 2033(R15)

その他の施設整備費

維持修繕費

光熱水費・委託費

合　計

年度

施
設
整
備
費
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（3） 優先順位一覧表 

 

※白山公民館、働く婦人の家・勤労青少年ホーム（ゆうあいプラザ）については、同一敷地内であることから、機能は存

続、建物は標準耐用年数まで維持し、その後は、大規模な修繕が必要となる時期に、複合化等も含めて検討します。 

  

優先順位一覧表

優先度

１
優先度

２
優先度

３

1 井野公民館 井野公民館 1007 S 2 1,066 1983 予防 ① 2022 存続 73 40

2 戸頭公民館 戸頭公民館（本館） 1008 RC 2 1,206 1983 予防 ① 2022 存続 71 40

3 寺原公民館 寺原公民館 1006 S 1 993 1977 予防 ② 2032 未実施 69 46

4 永山公民館 永山公民館 1005 S 1 818 1976 予防 ② 2031 未実施 69 47

5 山王公民館 山王公民館 1018 S 1 407 1984 予防 ① 2022 存続 69 39

6 相馬公民館 相馬公民館 1016 RC 1 458 1987 予防 ① 2022 存続 68 36

7 白山公民館 白山公民館 1011 RC 2 968 1986 予防 ① 2022 存続 66 37

8 六郷公民館 六郷公民館 1017 S 1 359 1981 予防 ① 2022 存続 66 42

9 小文間公民館 小文間公民館 1004 S 1 639 1975 予防 ② 2030 未実施 65 48

10 相馬南公民館 相馬南公民館 1015 RC 1 445 1985 予防 ① 2022 存続 64 38

11 高須公民館 高須公民館 1013 S 1 302 1979 予防 ① 2022 存続 62 44

12
働く婦人の家・勤労青少
年ホーム

働く婦人の家・勤労青少年
ホーム

1019 RC 3 1,499 1981 予防 ① 2022 存続 62 42

13 久賀公民館 久賀公民館 1014 S 1 355 1983 予防 ① 2022 存続 61 40

14 藤代公民館 藤代公民館 1012 RC 2 2,223 1980 予防 ① 2022 存続 58 43

15 市民会館 市民会館 1001 RC 3,004 1972 予防 ① 2022 存続 57 51

16 福祉会館、取手支所 福祉会館、取手支所 1003 RC 3 3,226 1970 予防 ① 2022 存続 52 53

17 戸頭公民館 戸頭公民館（別館） 1009 S 2 404 2001 予防 ① 2022 存続 48 22

あり方の検討

優先
順位

施設名 建物名 棟番号 構造 階数
延床
面積

（㎡）

建築
年度

保全
種別

種別
実施
年度

結果
総合

劣化度
築年数

：築30年以上：築50年以上

2212
四角形

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線

2212
線



 

38 

（4） 更新までの対策費用（概算） 

長寿命化の考え方に基づき試算を実施した場合、試算期間である 3０年後の令和３７年（２０５５

年）までに対象施設の維持・更新に必要となる費用は、総額３６．９億円となり、１年間当たりでは約１．

２億円という試算結果になります。これは、従来型に比べ、総額で４８．１億円、１年間当たりの平均で

約１．５億円の削減効果が見込まれます。 

 

図表 6-1 市民文化系施設の今後の維持管理更新コスト（長寿命化） 

 

 

  



 

39 

6-2  改修等のコストの見通し ～維持・更新の課題と今後の方針～ 

コスト計画における今後の課題 

市民会館・福祉会館に関しては、あり方の検討②までの期間が短いため（市民会館は令和 9 年度

（２０２７）、福祉会館は令和7年度（２０２５））、今回の計画では、事後保全型の対応を行い、あり方の

検討②の結果で長寿命化が決定した際に、予防保全型維持管理の計画を改めて実施します。 

懸念点としては、予防型保全を先延ばしすることで、長寿命化が決定する前に大規模で即時対応

が困難な改修が必要となった場合などに、長期間の休館を強いられてしまう可能性があることです。

定期点検・保守点検で、事前に状態をしっかり把握し、必要と考えられる改修に関しては、補正を含

め早めの予算措置を行い、対応できるような体制を整えておくことが重要と考えられます。そのた

め公共施設マネジメント所管課と綿密な情報共有を行って行きます。 

公民館・ゆうあいプラザに関しては、建築後４０年を迎えた建物については、総合劣化度の高い施

設から優先的に整備を行う方針ですが、長寿命化により維持コストを平準化した場合であっても、

人口減少や、少子高齢化に伴う扶助費の増加等に伴い財源が減少し、計画変更を迫られることも想

定されます。 

また、近年増加傾向にある自然災害により緊急的な対応を要する場合や、建物の老朽化が想定よ

りも早く進行するといった計画上見込めない改修等のコストが生じる可能性があります。そのため、

当初の目標使用年数を待たずに使用が困難となるケースも想定されます。 

そのような場合は随時計画を見直し、費用対効果を改めて検討するとともに、現状復旧修繕を行

いながら、多額の改修費用を既存施設との複合化等により削減していくことも含めて検討します。 
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第7章 計画の推進について 

7-1  情報基盤の整備と活用 

市では現在、情報基盤の一つとして、公共施設マネジメントシステムという、公共施設の情報や運

営経費、工事履歴、劣化度などを全庁的に一括して管理・共有できるシステムを運用しています。こ

のシステムを活用することで、公共施設の再配置や長寿命化の可否など、経営的判断や将来コスト

の分析を行っていきます。 

7-2  推進体制等の整備 

公共施設の総合的、計画的な管理を実現していくため、まずは、市の公共施設全体の計画・推進を

担当する公共施設マネジメント所管課と協議をしながら、各施設担当課で計画を推進します。また同

時に、全庁的な調整を行う、取手市公共施設マネジメント戦略会議で内容を検討していきます。それ

により、施設所管課の垣根を越え、全庁横断的な取組みを推進していく体制を構築します。 
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7-3  フォローアップ 

今回の計画は今後１０年間の市民文化系施設の維持・更新についての方針を示すものであり、毎

年状況を確認し、必要に応じて随時見直しを行っていきます。また、定期点検などで指摘があった事

項については優先的に修繕を含めた検討を行い、緊急性が認められた場合には補正予算での対応

も含め検討します。 

将来にわたって計画を適切に推進するために、PLAN（計画）、DO（実施）、CHECK（評価）、

ACTION（改善）を一連の流れとした PDCA サイクルの考えに基づき、継続的かつ定期的に実施

状況を確認します。 

 

・PLAN（計画） ： 施設の劣化状況等を踏まえた個別施設計画の策定 

・DO（実施） ： 個別施設計画に基づく維持・改修・改築 

・CHECK（評価） ： 改修、改築の実施結果の評価・検証 

・ACTION（改善） ： 評価・検証結果を踏まえたロードマップや計画の見直し 

 
 

7-4  市民との情報共有・協働のあり方について 

今後の公共施設のあり方を検討していく場合、市民・利用者へのアンケートなどの意見を聞く機会や

市民ワークショップなどの対話する機会を設けて、行政と市民が十分に情報共有を図りながら検討を

進めていきます。また、市民ニーズが多様化する中、行政だけではなく、市民をはじめとした民間の

様々な主体が自発的に地域の課題に取り組む、協働によるまちづくりも推進していきます。 
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